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創業者である 父の姿に学ぶ

大辻専務理事　 本日は大変お忙し いなか、 あり が

と う ご ざ いま す。 それでは最初に創業時のお話を

お聞かせいただけま すか？

福島社長　 当社は1951（ 昭和26）年に父の福島信

夫が「 福島工業 株式会社」 を 創業し たこ と に始

ま り ま す。 当時は大手メ ーカ ーから の受注に応じ

て業務用厨房関連製品全般の製造を 手がけていま

し た。 創業時「 モノ を 作っ て納める こ と 」 を 生業

と し たいと 考えていた父は、 下請けと し ても のづ

く り を 行っ ていたわけです。 し かし 、 それも 骨の

折れる 仕事でし た 。 あ る 日と あ る メ ーカ ーから

「 アルミ ニウ ムを使って冷蔵庫を製造し てほし い」

と 注文があ り ま し た 。 ア ルミ ニ ウ ム と いっ て も

ジュ ラ ルミ ン です。 おそら く 航空機の廃材か何か

で入手性が良かっ たのでし ょ う 。 ですがジュ ラ ル

ミ ン と いう のはいかんせん加工性が悪く 、 製品が

検収と なる ま でに幾多の試行錯誤と 多く の時間・

費用を 要し ま し た。 そんなエピ ソ ード があ る よ う

に、 当時のも のづく り と いう のは一筋縄ではいか

ず、 すべての顧客要望に応じ ていてはコ ス ト が膨

ら むばかり でし た。 そこ で父は「 何でも 屋でさ ま

ざ ま な製品を 製造し て売る のでは、 営業力のある

卸売り の商社にはかなわない、 ひと つに絞る べき

だ」 と いう 考えに到達し 、 自社が最も 得意と する

「 業務用冷蔵庫」 に目をつけま し た。 そし て1960年、

当社は下請け と し て 何で も 手が け る“ サ プ ラ イ

ヤー”から 、 業務用冷蔵庫の“ メ ーカー”への転身を

果たし たのです。

そし てその2年後の1962年、 当社は規格化さ れ

た業務用冷蔵庫を 日本で初めてロ ールアウ ト し ま

し た。 し かし 、 当時の業界は受注生産品が主流で

し たので、 当然こ れは同業他社から 大き な反発を

受ける こ と と なり ま す。 ですが父はなんと それを

同業他社に売り 込んだのです。 「 こ れは納期も 早

いし 性能も 良い、 必ずや利益につながる から ぜひ

御社で販売し てほし い」 ま さ に逆転の発想でし た。

こ れが功を 奏し 、 こ の製品は量産化さ れ大き な成

功を 収めま し た。 父のこ のよ う な経営者と し ての

柔軟な発想は、 見習う べき と こ ろ があり ま すね。

次に手掛け た のは、 冷凍冷蔵オープン シ ョ ー

ケース です。 こ の開発に先立ち、 父は同業他社と

と も にアメ リ カ へ赴き 、 現地のス ーパーマーケ ッ

ト を 視察し ま し た。 期間は2週間、 同業他社の多

く は海外のショ ーケ ース 製造企業と アラ イ アン ス

やラ イ セン ス 契約を 結んで帰国する なか、 父は違

いま し た。 なんと 視察期間が終わっ た後も アメ リ

カ 中のス ーパーマーケ ッ ト を 3週間ほど かけて 見

て回っ たのです。 そし て帰国し たのち、 父は海外

企業に頼ら ず独力での開発を 行い、 1964年に冷凍

冷蔵オープン ショ ーケース の規格化に成功し ま す。

こ の技術者と し ての根性には目を みはる も のが

あり ま す。 商人と し ても 技術者と し ても 優れた父

は、 私の最も 尊敬する 経営者のう ちの一人です。

 

１９５１（昭和２６）年に創業し、業務用冷蔵庫やショーケース、医療理科学機

器などの製造を手掛けるフクシマガリレイ株式会社は、「冷やす技術」を核に高

い開発力をもって「食」を中心とした人々の日常生活を支えています。

今回は代表取締役会長の福島裕氏に、創業時のお話、多品種少量生産や顧

客サービスにおける工夫、そして今後の挑戦などについて伺いました。

（インタビュアー：公益社団法人 大阪府工業協会 専務理事　大辻 眞一）

フクシマガリレイ　株式会社

食といのちの未来を拓く

　　　人々の生活を支える 「幸せ創造企業」

業界初

業務用規格冷蔵庫

ＥＲシリーズ

オープンショーケースを規格化

ＰＯＳシリーズ
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「 フ ク シマガリ レ イ 」 に込める 想い

大辻　 社名を「 福島工業株式会社」 から 「 フ ク シ

マガリ レ イ 」 へと 変更さ れていま すが、 こ れには

ど のよ う な想いが込めら れている のでし ょ う か？

福島　 当社が社名を 変更し た のは2019年のこ と

ですが、 こ れに先立つ10年ほど の期間でいく つ

かの企業が「 ぜひ仲間に加わり たい」 と グループ

に参加し ていただき ま し た。 ですがグループの拡

大に伴い事業も 拡大し ていく なかで、 お客様にも

分かり やすい、 当社のグ ループを 説明する“ 統一

ブラ ン ド ”が必要だと 考え ま し た 。 そこ で若手を

中心にプロ ジ ェ ク ト チーム を 組んで、 2016年～

2018年の2年間、 300ほど の公募の中から 選考を

重ねて ブラ ン ド 開発に勤し んだ結果、「 フ ク シ マ

ガリ レ イ 」 が誕生し ま し た。 こ の「 ガリ レ イ 」 と

いう のは言う ま でも な く 「 ガリ レ オ・ ガリ レ イ 」

のこ と です。 天動説が定説と さ れていた時代、 宗

教的な迫害を 受けても なお科学的見地から 正し い

と 考える 地動説を 貫いた彼の精神には、 技術者の

独創的発想、 頑固なま での技術へのこ だわり 、 そ

し て信念を 持っ て最後ま でやり 遂げる と いっ た点

において、 当社グループの理念に通ずる と こ ろ が

あっ たわけです。 ま たこ のガリ レ イ の「 レ イ 」 の

部分が「 冷」 にかかっ ている 点も ミ ソ ですね。

お客様のニーズを「 製販一体」 で解決

大辻　 創業者の意志、 経営の理念、 コ ーポレ ート

ブラ ン ド にかける 想いを 現場と 共有する ために 、

ど のよ う な工夫をさ れている のでし ょ う か？

福島　 私ど も は「 製販一体」 を モッ ト ーにし てい

ま す。 お客様や社会のニーズ、それを 実現する 開発、

開発し たも のを 量産化する 工場、 こ の 3 つをつな

げる こ と で、 可能な限り 短納期かつロ ーコ ス ト で

多品種少量生産を実現すべく 努めてき ま し た。

具体的な取り 組みの一つと し て 、 こ れは私が専

務時代に発案し たも のですが、 全員が新製品提案

書を 上げら れる よ う にし ていま す。 も ちろ ん誰で

も 提案でき る から と いっ てすべての提案を 通し て

いては工場が混乱し てし ま いま すので、 その提案

に関し て経営的判断が加えら れま すが、 その会議

では各部門長によ る 喧々囂々の議論が数時間にわ

た り 繰り 広げら れる こ と も あ り ま し た。 ニ ーズ、

開発、 生産の全てを 最適化する ために全員が一丸

と なっ て取り 組んでいま す。

開発部門が工場と 同居し て いる 点も 重要です。

開発と 生産が一体と なっ て、 小集団活動によ る 改

善を 各工場で毎月行っ ていま す。 デザイ ン が絵に

描いた餅と なら ないためにも 、 ま た設計変更への

対応を 柔軟に進める ためにも 、 開発は現場を 知っ

ていなければなり ま せん。

ま た、 開発や製造が、 自分が手掛けたも のが納

品先でど のよ う に使われている かを 目にする 機会

があ る と いう のも 一つの特長です。 自身の日常の

なかでニーズを 意識する こ と になり ま すし 、 大き

なモチベーショ ンにも つながり ま す。

「 お客様のニ ーズ を 最適な 形で解決する 」 と い

う こ と に向けて取り 組みを 続けていく う ちに、 い

フ ク シマガリ レ イ 　 株式会社

事業内容： 業務用冷凍冷蔵庫、 冷凍冷蔵ショ ーケース 、 その

他冷凍機応用機器の製造・ 販売・ メ ンテナンス

本 社： 大阪市西淀川区竹島 2-6-18 

創 業： 1951（ 昭和 26）年 

従業員数： 2,524 名（ 2024 年 3 月期）

会社ホームページへリンクします

代表取締役会長　福島　裕 氏
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ずれそれは会社全体で共有さ れる“ 社風” と なり 、

全社員が自然と 意識する よ う になる と 考えていま

す。 社風を さ ら に浸透さ せる ためにも 、 こ れら の

取り 組みを いかにし て継続さ せる かが今後の課題

と なっていま す。

製品保証体制と メ ンテナンス 技術者の育成

大辻　 以前、 貴社の岡山工場を 見学さ せていただ

いた際、 非常に多く の種類の製品がラ イ ン に流れ

ている こ と に驚かさ れま し た。 幅広い品種がある

と アフ タ ーサービ ス など でご 苦労が多いと 推察い

たし ま すが、 その点に関し てはど のよ う な工夫を

さ れている でし ょ う か？ 

福島　 多品種少量生産を 短納期で実現すべく 、 当

社の製品は全てモジュ ール化し ており 、 中間検査

と 最終検査を 全数行い、 不良を 水際で取り 除く 検

査体制を 整えていま す。 ま た検査データ は全てク

ラ ウ ド 上に保管し ている ため、 ト レ ーサビ リ ティ

も 確保し ていま す。

ただ、 こ れだけの品種がある と ど う し ても お客

様の使用のなかで一定数故障が起き てし ま う のも

事実です。 それを 見越し て、 当社ではコ ールを 受

け て 90分以内でお客様の元へ駆け つけ る「 90分

店着」 を 可能と する 、 全国75か所のサービ ス ネッ

ト ワ ーク を 構築し ていま す。 メ ン テナン ス の技術

者は自社で育成し ていま すが、 夜間など の対応も

あ る ため一部は外注し ていま す。 ただ、 こ う し た

メ ン テナン ス 要員はお客様のニーズに最も 身近で

触れら れる 存在である ため、 いずれは完全内製化

を 目指し ていま す。

し かし 、 立ちはだかる のはメ ン テナン ス 技術者

の高齢化問題です。 こ れはメ ン テナン ス 外注先の

技術者に関し ても 同様であり 、 若手の育成は喫緊

の課題と なっていま す。

そのための策と し て、 若い方にも 興味を 持っ て

いただく べく 、メ ン テナン ス に関し ても IoT と いっ

た最新技術を 導入する よ う 投資活動を 行っ ていま

す。 2001 年に遠隔管理で 24 時間メ ン テナン ス を

可能と する 「 フ ク シマ S ネッ ト ２ ４ 」、 2014 年に

はエ ネ ルギ ー管理シ ス テ ム 「 Ｂ ｅ ｍｓ －ｙ ｏ ｕ 」

を 構築、 現在は DX を さ ら に推進し て、 お客様の

使用状況から 事前に故障を 察知、 メ ン テナン ス で

未然防止する 「 ゼロ コ ールカ ン パニー」 の体制構

築を進めていま す。

ま た 、 も う 一つの技術者育成の工夫と し て 、

2022年にメ ン テナン ス 技術者を 養成する 「 ガリ レ

イ ア カ デミ ー」 を 開校し ま し た。 こ こ では若手技

術者の即戦力化を 図る べく 製品や施工管理の教育、

およ び各種メ ン テナン ス の実機研修、 そし て関連

する 国家資格の取得を 支援し て いま す。 従来の

OJT研修で は5年か か っ て いた 技術者育成が 、

こ のア カ デミ ーの創設によ り 3年ででき る よ う に

なり ま し た。

海外で挑戦する 若者を 支援

大 辻　 貴 社 は 海 外 展 開 を 加 速 さ せ る べ く 、

GALILEI Global Vision 2030 を 策定さ れ た と の

こ と ですが、 今後の海外進出にかける 想いを お聞

かせく ださ い。

福島　 私自身は20代のこ ろ から ど う にかし て 海

外に出ら れないも のか、 いつも 思索し ており ま し

た。 国内市場においては制約が多すぎる と いう 現

実的理由も あり ま す。 し かし よ り 重要なのは、 日

本を 出て海外で活躍する 人材を こ のフ ク シマガリ

レ イ から 輩出し たい、 と いう 強い想いがあっ たた

めです。 若い方にはぜひ海外で挑戦する と いう 経

験を 積んでいただき たいと 思っ ていま す。 日本が

縮小し ている こ と も あり 海外志向の若手が少し ず

つ増えている 傾向も 見ら れま すが、 ま だ多数派で

はないよ う に思えま す。 そのよ う な海外でチャ レ

ン ジする 方に向けて活躍の場を 提供し 、 その後押

し を でき ればと 考えていま す。 その活動の一つと

し て2017年に「 フ ク シマグロ ーバル人材支援奨学

財団」 を 設立し 、 若い方たちが海外へ留学する 支

援をし ていま す。 　

 

ガリレイアカデミー
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200人を 超える 若者の支援実績があり 、 年に1回、

海外に行っ て帰っ てき た方と こ れから 海外へ行く

方が交流でき る 場も 提供し ていま す。

技術を 磨き 、 さ ら なる 挑戦へ

大辻　 YouTubeで貴社の「 ス マート ス ト ア 」 の

動画を 拝見し ま し たが、 その先進的技術に大き な

感銘を 受け ま し た 。 今後そ う いっ た 先進技術を

も っ て 事業を ど のよ う に進めて い

く のか、 ご教示いただけま すでし ょ

う か？

福島　 そ の方向性はお客様が何を 望ま れる か に

よ っ て決ま る と 思いま す。 当社は先端技術を 用い

たシス テム の開発を 目的と はし ておら ず、 そのよ

う な技術が発達し ていく 状況で、 冷蔵庫やショ ー

ケース と いっ た当社製品が、 ど のよ う な役割を 果

たすべき かを 模索し ていま す。 結局はお客様あ り

き ですね。 ある お客様のハイ レ ベルな課題を 見事

ク リ アでき れば他のお客様にも 当社を ご 活用いた

だける と 見込んで、 技術のア ッ プデート は継続し

ていま す。

大辻　 貴社は医療分野の方にも 進出さ れている よ

う ですが、 そちら はま た既存事業と は異なる ので

し ょ う か？

福島　「 冷やす」 と いう 点に関し て は共通し て い

ま すね。 ただ冷やすも のが食品ではなく 細胞や実

験材料になり ま すので、 冷やす温度や手法も 違い

ま す。 当然関連技術に関し ても 食品のそれと はま

る で異なる も のですので、 ま さ に未知の分野への

挑戦でし た。 ただ関西では医療分野の研究活動が

盛んであり 、 当社も 関西の一企業と し て何ら かの

形で医療の進歩に寄与すべく 、 産学連携で研究開

発に注力し ていき たいと 考えていま す。

今後に向けて

福島　 昨今は社会も 大き く 変わり 、 労働に関する

考え方も 変わっ てき ま し た。 当社のお客様はコ ン

ビ ニエン ス ス ト アやス ーパーマーケ ッ ト など 、 場

合によ っ て は24時間365日稼働し て いて いる こ

と も あり ま す。 そのため顧客第一主義が根付いた

営業マン は、 自己犠牲で時間外の顧客対応を し よ

う と する こ と も あり ま し た。 そこ でそのよ う な風

潮を 是正すべく 労働時間の管理を 明確にし 、 社員

の定着率向上に努めていま す。

一方で時代が変わろ う と も 変えてはなら ないも

のも あり ま す。 それは創業者の想いであり 、グルー

プの理念であ り 、 技術にかけ る こ だわり であ り 、

そし て何よ り も 挑戦を 続けていく 意志であ り ま す。

当社は皆様の「 幸せ」 を 実現する こ と によ っ て企

業と し て社会的責任を 果たすべく 、 今後も 「 冷や

す技術」 を 磨き 続け、「 幸せ創造企業」 を 目指し

て邁進し てま いり ま す。

―貴重なお話をいただき 、 あり がと う ございま し た

人と 人、 人と 技術、 技術と 技術がつながる ガリ レ イ グループの『 ＭＩ Ｌ Ａ Ｂ（ ミ ラ ボ）』。 オープ

ン イ ノ ベーショ ン の拠点と し て、 ガリ レ イ グループ本社ビ ル（ 大阪） に併設さ れています。

フ ク シマガリ レ イ の製品はも ち ろ ん、 厨房機器メ ーカ ーの様々な機器やシステムを 取り 揃えた

キッ チン エリ ア や、 最新ショ ーケースを 配し た スト ア、 食品工場など で大量冷却・ 凍結を 行う

ト ンネルフ リ ーザーが設置さ れた食品工場研究室などがあり 、 幅広い製品を 実際に、 見て・ 触っ

て・ 体験でき ます。

オープンイ ノ ベーショ ン拠点「 ＭＩ Ｌ Ａ Ｂ（ ミ ラ ボ）」

食材のおいし さ ・ 安全性・ 栄養価の分析などを 科学的に検証・ 評価し 、

様々なデータ から お客様の商品作り を サポート し ます。また、 分析機

器を含めたお客様の自主検査室づく り も ト ータ ルでサポート し ます。

衛生検査や味覚分析で新たな商品開発を サポート

※参考：YouTube 動画QRコード

（写真左は協会専務理事　大辻眞一）
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